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地域の生活利便性と高齢者の外出行動に関する実験
An Experiment on the Going-out Behavior of Elderly Residents 
in Two Areas Differing in Daily-life Convenience
竹　原　広　実
TAKEHARA Hiromi
地域住環境計画のための基礎データの蓄積を目的としGPS 端末を用い高齢者の外出行動実
態を把握することを試みた。本報は生活利便性の異なる 2地域について行ったものである。
1．研究目的と背景
長い高齢期を地域で自立して社会との関わりをもって健やかに暮らすことができることは、
個人のQOLだけでなく活力に満ちた地域社会の実現につながる。そのためには個人が主体的
に選択する生活習慣としての身体活動の活発化と同時に、個人では解決できない生活環境の整
備が重要である。人が生きることは取り巻く環境に大きく影響を受ける。住環境研究の観点か
ら捉えると、これまで生活習慣病とされてきた根本原因の多くは生活環境にあると考えられる。
つまり健康な日常生活を送ることを妨げない生活環境の整備こそが重要と考える。本報は外出
を妨げない地域住環境のあり方に関する上での基礎的研究として位置づけられる。著者の先行
研究 1）から高齢者の身体総活動量の大小に外出行動が大きく関与していることが明らかとなっ
ている。人間工学的アプローチによる生活行動の把握を環境整備計画の起点と考え、これまで
明らかにされていない高齢者の「外出行動」の実態を把握することを目的としている。外出行
動は地域の交通利便性との関わりが大きいと考えられる。本稿は 2地域を取り上げて行った実
験を報告する。実験は本学の倫理審査委員会の承認を得て実施した。（申請番号 14-016、承認日
平成 27 年 4 月 10 日）　実験時期は平成 27 年 6 ～ 7 月である。
2．方法
（1）対象地　　　
外出行動は交通利便性と密接に関連するのではないかと考え、交通利便性のよい対象地とし
て京都市市街地（南区、伏見区、下京区）と、交通利便性の低い対象地として兵庫県T地域と、
生活利便性の異なる2地域を対象地とし取り上げた。それぞれ地域の特徴について説明する。京
都市は総人口 147 万 5 千人、高齢化率 26.7%（平成 27 年度）である。対象地は JR京都駅周辺
14
で、JRをはじめ私鉄、市バス、私営バス、市営地下鉄など交通機関が豊富で交通利便性のよい
地域である。また1km圏内に数件小規模のスーパーが点在し日常的な買物をする上で生活利便
性は高い。また被験者の外出先にあげられた書店、銭湯、寺院、飲食店など多く点在する。道
路は大路と小路が碁盤の目のように交差している。兵庫県T地域は、総人口 170,617 人、高齢
化率 33.5%（平成 27 年度）である。兵庫県北部山間に位置する谷間の過疎地集落で JR山陰本
線の駅がある。民間バスの本数は少ない。国道が 2本と県道 2本が通り、車での移動が大半で
ある。集落の中心部に店舗、銀行、病院、公的施設などが集中している。自宅周辺に畑を所有
している住民が多く、生業としての農業以外に家庭菜園として畑仕事をしているものが多い。
（2）被験者　　
被験者は 60 才以上の健康で自立した生活をおくる女性で、日々の買物に伴う外出傾向を把握
するためいずれも家事担当者とした。
（3）実験方法　　
実験は外出行動実験と身体活動量測定実験の2種を同時に実施した。（本報はこのうち外出行
動実験のみ取り上げている）実験期間はきわめて日常的な生活を送る 2日間とし、その間、被
験者は三次元加速度計（アームエレクトロニクス社製）を装着し、生活行動の記録を行う。ま
た外出時はGPS 端末（ユピテル社製）を携帯し、併せて外出内容の記録をする。また被験者の
日常生活について健康状態や趣味、普段の外出行動について聞き取り調査を実施した。
3．結果　
それぞれの地域について結果を分析、検討を行った上で、2地域を比較し、外出行動と外出
環境について考察を行う。外出行動を検討するにあたり、用語を定義した。「外出頻度」は自宅
から出た回数、「外出時間」は自宅外で過ごした時間、「移動距離」は被験者の外出時軌跡距離、
「行動範囲」は自宅から外出先までの直線距離とした。
（1）京都市街地について
1）被験者　　
被験者は 60 ～ 90 才の女性 13 名（前期高齢者 10 名、後期高齢者 3名）である。家族人数と
構成をみると 3名が独居、3名が夫婦 2人暮らしである。買物は大半が毎日行い仕事はパート
勤務が6名、社寺が多い地域の特性として寺参りを趣味とするものが多い。運動は意識して行っ
ているものは 2名と少ない。定期的にボランティアや地域委員の用件で外出するものもある。
2）外出頻度、時間、総移動距離の概要
被験者13名の 2日間の概要を表1に示す。外出頻度は1人あたり1日に平均2.2回である。1
回のみが 14 件と多いが、その一方で 7回、9回もある。外出時間は 67 分～ 600 分、平均 295.2
分である。詳細をみると 280 分以上については仕事や実家の手伝い、会合参加、講演会参加な
ど含まれておりそれが外出時間を長くする原因になっている。1 日の総移動距離は 2.1 ～
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45.7km、平均 12.6kmである。
外出行動と年齢との間に関連があるか検討を行った。年齢と外出頻度、移動距離、外出時間
の関連について相関係数を算出した結果、年齢と外出頻度は r=-0.39 と弱い関連があり、加齢
に伴い外出頻度が減る傾向がわずかに見られる。また外出頻度と移動距離r=0.42と弱い関連が
みられ、頻度が多いほど移動距離が増加する傾向が示された。
3）外出内容の実態　　
13 名の 2日間の延べ外出件数は 68 件であった。外出内容を 7種に分類した。「買物」は日常
的な食材の買物、「用事」は銀行や検診などの用務、「趣味」は趣味や娯楽に関するもの、「交
流」は友人や親類との付き合い、「地域（社会）貢献」は地域や社会貢献活動と「仕事」の 6種
?????
被験者 年齢
外出頻度
（回）
外出時間
（min）
総移動距離
（km）
OK-1
60
3 330 10.8
OK-2 4 600 31.2
KT-1
62
1 314 11.0
KT-2 7 345 18.1
YY-1
62
3 310 24.0
YY-2 9 135 23.9
NT-1
67
1 360 5.7
NT-2 1 360 6.6
JT-1
68
2 240 4.0
JT-2 1 300 9.7
YE-1
69
1 525 9.9
YE-2 1 495 10.3
SA-1
70
1 67 2.0
SA-2 1 96 3.9
NM-1
70
1 186 10.2
NM-2 1 220 15.4
HM-1
73
1 380 2.4
HM-2 3 400 3.1
HT-1
74
2 142 5.5
HT-2 4 269 8.3
KH-1
79
2 280 21.3
KH-2 2 350 13.6
MM-1
88
2 335 45.7
MM-2 1 335 9.3
NK-1
90
1 210 20.2
NK-2 1 90 2.1
平均 2.2 295.2 12.6
??????
被験者 年齢
外出頻度
（回）
外出時間
（min）
総移動距離
（km）
ST-1
60
6 318 51.3
ST-2 5 355 55.9
NH-1
61
4 420 24.5
NH-2 3 71 3.4
TS-1
61
5 265 30.8
TS-2 5 220 31.3
HT-1
64
5 408 13.9
HT-2 1 35 13.0
UK-1
65
4 400 16.0
UK-2 8 355 47.4
TM-1
66
5 171 34.7
TM-2 4 124
NK-1
67
6 440 34.8
NK-2 4
YK-1
75
7 234 16.4
YK-2 4 265 15.7
平均 4.8 272.1 27.8
表 1　対象者の外出頻度、外出時間、移動距離の概要
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に分類した。発生件数は、「買物」が 68 件中 25 件と最も多く、次いで「仕事」「用事」が 12 件，
11 件である。
外出先（目的地）までの自宅からの距離（行動範囲）は 500m以下、500m～ 1km、1km～
2kmがほぼ同程度で 14 ～ 15 件である。3km以上は 21 件で、うち 5km以上は 6件ある。
移動手段について当初、生活利便性の高い地域のため徒歩や自転車で気軽に出かける、ある
いは遠方への場合はバスや地下鉄などの公共交通機関の利用が多いのではないかと予測してい
たが、車 29 件が最も多く、次いで自転車 20 件、徒歩 6件、公共交通機関（私鉄、市バス、タ
クシー）6件の順であった。尚、車は 1人を除き 12 人が自分で運転している。また外出先まで
の距離別にどのような移動手段を用いているかについては、徒歩は 500m以内のみ、自転車は
5kmまで、車は 500m以内では利用はないが 500mを超えると多く利用されている。5km以上
は車と公共交通機関だけである。
外出先と行動範囲、移動手段の関連について図 1に示す。「買物」については主に 500m以下
と 1km以下に集中し、つまり 1km圏内の自宅から近い場所が約 7割を占める。手段は車利用
が 10 件と最も多く、次いで自転車 8件、徒歩は 5件である。このことから近い場所であっても
表 2　外出内容、移動手段、行動範囲の件数
京都市街地
外出内容 （件） 手段 （件） 行動範囲 （件）
買物 25 徒歩 8 500m以内 17
用事 11 自転車 22 1000m以内 15
地域貢献 7 車 29 2000m以内 14
趣味 12 単車 0 3000m以内 10
仕事 9 公共機関 6 5000m以内 3
交流 4 5000m以上 9
運動 0
兵庫県T地域
外出内容 （件） 手段 （件） 行動範囲 （件）
買物 12 徒歩 31 500m以内 32
用事 10 自転車 12 1000m以内 16
地域貢献 2 車 24 2000m以内 5
趣味 6 単車 3 3000m以内 8
仕事 9 公共機関 0 5000m以内 1
交流 0 5000m以上 7
運動 12
畑 9
注）機器の不調のためデータが得られなかったものについても手段、外出内容が明らかなものは含めている
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車や自転車で行動する様子が窺える。「用事」は「買物」よりやや行動範囲が広く、500m～
2kmが多く、車利用が大半を占める。「地域（社会）貢献」については自宅周辺での広報紙配
布など 500m圏内で行われているものもあれば、1km、5km以上の遠方への講演会参加など公
共交通機関を利用して遠出しているケースもみられた。趣味はいずれも5km以上の離れた場所
での習い事で車や自転車で出かけている。交流は 500m圏内が多く、自宅近辺で付き合いをし
ている様子が窺えるが、一方で 2km離れた場所にも出かけている。また「運動」を目的とした
外出は 1件のみに留まり車でスポーツジム施設にでかけての運動であった。先の被験者プロ
フィールからも日常的に運動を意識しているものはほとんどいなかった。「仕事」は 2km以下
が大半を占め、自転車で通勤可能な比較的近いところで就業している者が多い。
（2）兵庫県 T地域について
1）被験者
被験者は 60 ～ 75 才の女性 8名（前期高齢者 6名、後期高齢者 2名）である。家族人数、家
族構成について独居が 1名、夫婦 2人暮らしが 2名、こどもやこども世帯と同居が 4名、8人
家族が 1名である。買物をする頻度は毎日が 1名のみで、他は週 2～ 3回、あるいは週 1回で
ある。仕事はパート勤務が 5名、運動は意識して行っているものが多く、散歩を毎日行うもの
が 4名ある。また生業とは別に所有する畑で草花をつくるなど農作業をする者が半数ある。集
落全体での交流会が年 4回、月 1回などの頻度で開催され今回の被験者の多くが参加している。
図 1　外出内容、行動範囲、移動手段の関係
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2）外出頻度、時間、総移動距離
被験者8名の2日間の概要を表1に示す。（うち2名は機器不具合のため1日分しかデータは
得られなかった）外出頻度について、1人 1日につき平均 4.8 回、4～ 5回と外出頻度が多く、1
回のみは 1件である。外出時間は 35 分～ 420 分で平均 272.1 分である。移動距離は 3.4km ～
55.9km、平均 27.8kmである。
年齢、家族人数、外出頻度、移動距離、外出時間の関連について相関係数を算出した。年齢
と移動距離は r=-0.35 と加齢に従い外出頻度が減少する傾向が僅かに見られる。家族人数と外
出頻度 r=0.34、家族人数と外出時間 r=0.66 など家族人数が多いほど外出行動が活発な傾向がみ
られる。また外出頻度と外出時間 r=0.54、外出頻度と移動距離 r=0.57、外出時間と移動距離
r=0.39 などと外出頻度が多くなるに伴い外出量が多くなる様子が窺える。
3）外出内容の実態
被験者8名の延べ外出件数は69件であった。外出内容は京都市街地に畑仕事を加えた8種に
分類した。市街地と同様に「買物」「用事」「趣味」「仕事」「交流」「地域（社会）貢献」「運動」
に、「畑仕事」が加わる。発生件数は、「買物」と「運動（散歩）」が最も多く 12 件、次いで「用
事」10 件、「交流」「畑仕事」9件である。自宅から外出先までの距離、行動範囲は 500m圏内
が最も多く 24 件、1km以下は 15 件と続き自宅周辺付近の外出が多い。一方で 5km以上の遠
方も 7件ある。移動手段は、徒歩 25 件が多く、次いで車 23 件と続き、徒歩による近辺への外
出が多いといえる。他に単車 2件である。公共交通機関の利用はない。尚、車は 1人を除き 7
人が自分で運転している。
外出先と行動範囲、移動手段の関連についてみると、「買物」は 500m以内 3件、1km以内 2
件みられるが、3km以内が 5件、5km以上も 1件と遠方まで出かけている。買物時の車利用は
10 件と多く、徒歩での「買物」はない。これを裏付けるように聞き取り調査からも買物は一度
にまとめ買いをするとの申告があり、1度の買物量の多さが車利用の理由となっているのでは
ないかと推測される。「用事」は集落の中心部に公共施設が集中しているためか 500m以内で多
く行われている。車以外にも徒歩、自転車で出かけている。「交流」は 500m以内で 2件がみら
れるとともに、5km以上も 5件あり広範囲で行われ、車利用も 6件と多い。「運動」はすべて
散歩であり、1km以内である。「畑仕事」は 500m以内で徒歩により自宅周辺で行われている
ケースが大半である。
4　考察
T地域は市街地と比較して外出回数と総移動距離ともに多く、活発に外出行動がなされてい
る様子が窺える。また移動手段について、T地域は徒歩が多いが市街地は徒歩が少ない。外出
内容について「買物」「用事」が多い点は共通しているが、「散歩」「畑仕事」はT地域に限ら
れる。聞き取り調査からも市街地は日常に散歩の習慣はみられない。行動範囲は 500m以内の
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自宅近辺の外出がT地域は目立つ。以上のことから、つまり市街地は自宅近辺で外を歩く機会
が少ないといえる。
外出行動には必要に迫られて行うものと、個人の趣味や楽しみのために自由に行われるもの
に分けられる。J. ゲール 2）の屋外活動の分類を参考に、被験者の外出行動を必要行動、任意行
動、社会行動に分類した。「必要行動」は必要に迫られて参加する活動（行動）、「任意行動」は
そうしたい気持ちがあり、そして時間と場所が許す時に参加する行為、「社会行動」は公共空間
に他の人々が存在することを前提にした活動である。任意行動は社会行動に発展する可能性を
もち、これらが行われやすい環境は人と人との交流が豊かな屋外空間となりうる。ここでは「買
物」「用事」「仕事」を必要行動、「運動（散歩）」「畑仕事」を任意行動、「地域貢献」「交流」を
社会行動とした。尚、「趣味」はいずれも教室や寺へ出かけての習い事で人との交流を前提とし
ているため社会行動に含めた。
結果を表 3に示す。市街地の必要行動は 48 件、任意行動と社会行動を合わせて 20 件で、必
要行動が多くを占めている。言い換えると外出は用件を目的としたものが主で、必要でなけれ
ば積極的に外出はしないといえる。それが結果として「散歩」がなかったことにつながるので
はないかと推測される。このことは自宅周囲が散歩などの任意行動がたやすくできる屋外環境
ではないことを示唆するものである。同市を対象とした先行研究 3）においても高齢者は自宅近
くに公園や緑地の整備を望む意見が多く、屋外で任意に過ごせる場の要望が高かったが、その
結果と一致するものである。
一方、T地域は必要行動 28 件に対し、任意行動と社会行動を合わせて 41 件であり、任意行
動と社会行動が多くを占めている。聞き取り調査から、畑仕事をしながらあるいは散歩の途中
で人と会話が発生し交流するという、任意行動が人との交流の社会行動に発展している。つま
りT地域は徒歩圏内で気軽に外出し、人との交流をもつことが可能な環境にあるといえる。
表 3　地域別にみた必要行動と任意、社会行動件数
対象地（n） 必要行動 ⇔ 任意行動＋社会行動（計）
京都市街地（13） 48 ⇔ 0+20 （20）
兵庫県Ｔ地域（8） 28 ⇔ 21+20 （41）
5　おわりに
今回の実験は被験者数が少ないため明確にはいえないが、必要行動に伴う外出はしやすい環
境であるが任意・社会行動が少ない市街地、必要行動に車が欠かせないが、任意・社会行動は
自宅周辺徒歩圏内で気軽にでき、件数も多くみられたT地域と、地域の外出環境と高齢者の外
出行動との間に関連が窺え、それぞれに課題がみられる。共通して車への依存が高いことから、
加齢に伴い運転が困難となった際の生活の仕方が懸念される。今回、被験者数が少ない割に被
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験者の年齢が 60 才～ 90 才と幅が広いことに関しては前期高齢者と後期高齢者など分けて検討
を行う必要があり、外出を妨げない地域環境のあり方に対する提案を行うべく今後さらにデー
タの蓄積を行っていく。尚、本研究は平成 27 年度京都ノートルダム女子大学研究助成を受けて
行った。
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